
１人１台端末を活用した授業改善





日常的な活用



日常的な表現（アウトプット）の道具として・・・





１人１台端末を活用した授業改善

授業観をアップデート
その① アウトプットのある授業づくり
その② 協働的な学び・

個別最適な学びをめざす授業づくり



ワークシートのデジタル化

国語

保健体育



ワークシートのデジタル化：生徒がデジタルで使いやすいものへ

市内のある中学校の例



単元で活用するワークシートへ（タップで最大化できる）

ワークシートのデジタル化

大きさを超越して、単元を俯瞰 市内のある中学校の例







プレゼンテーション

新聞やレポートの作成

動画の作成



東中学校の例

新聞

枠はWordで作成

PDFにしてロイロへ

生徒はロイロで編集



市内にある中学校の例

レポート



プレゼンテーション



動画作成

カードに録音して 矢印でつなぐ

動画（イメージ）



１人１台端末を活用した授業改善

授業観をアップデート
その① アウトプットのある授業づくり
その② 協働的な学び・

個別最適な学びをめざす授業づくり



松山の授業モデル



Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ



ツールの切り替えは
横に伸びるので
各グループのカードは
縦並びにするのが
ポイント

１クラス全員が入る共有ノートを作成
グループごとに作業場所をカードで分ける

ツールをピン止め
しておくとよい

白紙共有

成果物（出来上がってか
ら）を共有するのではなく、
白紙の状態から共有し、共
同編集しながら考えをまと
めたり、作成したりする。









紙かデジタルかは子どもが決める

録音

紙

入力



個別か協働かは子どもが決める

同時に多様な学習活動

クラスみんなでかしこくなる！

Ｓ （自信をもった人は）人に教えて理解を深める
Ａ 友達と説明し合って、しっかり分かる
Ｂ 友達に教えてもらって、分かるようになる



クラウドで共同編集（途中参照）

共有ノート内で自分の番号のカードを編集

・多様な考えにふれる
・自分の考えをよりよくする



クラウドで共同編集（途中参照）

個人のワークシート（自分だけの考え）

それぞれが自分の領域を編集（共同編集ツール上で）
途中で参照できる（参考・考えを広げる・進捗状況の確認）

Teams

ロイロ



途中参照（個人の作業も）

個人のノートだと、友達が何をしているか分からない

作成中に参照できる（参考・考えを広げる・進捗状況の確認）

枠を作成し、
長押し→ピン止め
しておくとよい。



考えをまとめて提出

小集団での話をもとに、全体で話し合う

学習のまとめを行う

振り返りを行う

課題を設定する

一人でできることは
家庭で・・・
自分のペースで取り組む

学校と家庭の学びをつなぐ

考えをもとに小集団で話し合う

時間増
充実

個別最適な学び 協働的な学び

充実



（参考）
前提として知っておきたい操作

（子どもに覚えさせておきたいもの含む）





ドラッグ＆ドロップでロイロに入れる
WordやPowerPointはＰＤＦで保存



録音機能

再生速度変更機能（動画もスロー再生可能）



Webカード

詳しい使い方はこちら



１
２

３

画面キャプチャツール（PDFの部分取り込みなど）

Windows ＋ Shift ＋ ｓ

Ctrl ＋ ｖ

１

２

または

必要な部分を対角線にドラッグ

画面領域切り取り

または
右クリック（長押し）→画像
をペースト

ロイロで



ネット上の写真の追加

使いたい写真の上で
・長押し（画面タッチ）
・右クリック（マウス・タッチパッド）

貼り付けロイロのタブに戻って

画像をコピー

Ctrl ＋ ｖ

１

２

または
右クリック（長押し）→画像
をペースト

ロイロで



前のツール上にデータが残ったまま、
新しいツールの上にもデータがある状態になる。



共有ノートの設定（使えるようにする）

①

②

③

④

⑤

変更して
おくのが
オススメ



状況によって「閲覧のみ」にも設定できる

共有ノートの設定（閲覧のみにする）


